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70.3%

68.2%

65.9%

56.0%

43.0%

36.4%

69.0%

58.1%

38.0%

24.5%

⑤労働安全衛生ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄシステムの導入 18.2%

（％）

78.1 （100.0） 94.8 0.7 4.5

55.6 （100.0） 81.9 1.0 17.1

48.0 （100.0） 79.9 1.4 18.7

56.1 （100.0） 81.9 1.4 16.8

50.5 （100.0） 82.5 1.3 16.2

( 参 考 ）

903事業場

活用したことがある

④管理監督者等安全衛生ｾﾐﾅｰ事業

②指差呼称定着、実践者養成研修事業

③船内荷役作業主任者等技能講習事業

効果があった

④安全・衛生管理士、協会の安全管理担当者による指導・支援の実施

２　会員として取り組んだ事項(複数回答可）

１　会員となった以降の効果(複数回答可）

①安全衛生ﾊﾟﾄﾛｰﾙ・事業場指導事業

平成23年9月13日

③当協会作成のテキスト等を利用した社内研修の実施

①安全衛生教育・研修(当協会実施のもの)

②技能講習の受講

効果がなかっ
た

どちらともいえ
ない

調査手法
調査実施時期
調査対象
回答事業場数

平成２３年７月２５日～８月２０日
全ての港湾労災防止協会会員事業場（1,736事業場）

ｱﾝｹｰﾄ調査票を全国の総支部から会員事業場に送付し、郵送・FAXにて回答を得た。

（回収率　５２％）　（９月13日現在）

⑤ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ研修、安全管理者選任時研修事業

港湾労災防止協会の事業運営に関するｱﾝｹｰﾄ調査結果について

①従業員の安全衛生意識（モラル）が高揚・向上した

②安全衛生活動が活発化した

③安全衛生水準が向上した

④労働災害が減少、ゼロ又は少ない状態持続した

⑤職場のリスクが減少した

⑥安全管理の責任が明確になり、継続的な実行が可能になった

３　当協会の事業で活用したことのある事業と効果（複数回答可）

事 業
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